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研究成果の概要（和文）：本研究では、越前の戦国大名朝倉氏五代の当主と一族、および家臣の発給・受給文書
を蒐集し、朝倉氏関係文書目録を作成した。また、朝倉氏の本拠地である一乗谷の周辺村落において現地調査を
実施し、同時代の文書や近世の地誌に記載された朝倉氏関係遺跡や地名、および石造物の所在を確認した。本研
究によって、一乗谷周辺村落に現在までに伝わっている伝承を記録し、また朝倉氏関係文書集の編纂に必要とな
る文書目録を完成させることが可能となった。

研究成果の概要（英文）：For this study, I gathered documents issued and received by the daimyo of 
the Asakura and five generations of the clan and their vassals from the Warring States Period. From 
this, I prepared a catalog of documents relating to the Asakura . Furthermore, I conducted field 
surveys at villages in the vicinity of Ichijodani, the home of the Asakura, and verified clan 
relics, place names, and the whereabouts of stonework described in documents of that period and 
modern topography. Consequently, it was possible to record traditions that have been preserved in 
Ichijodani until today and to complete a catalog of documents relating to the Asakura clan. 
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
(1)現在、戦国期権力の形成過程とその権力
構造を、各個別戦国大名ごとに解明していく
ことが喫緊の課題となっているが、関東や西
国の戦国期権力研究が進展する一方で、畿内
近国については、戦国期研究自体が低調であ
り、本格的な戦国大名研究が進展していない
状況にある。それは越前国（福井県）におい
ても同様である。越前国の戦国期権力に関す
る研究は、戦国大名朝倉氏に関する研究が積
み重ねられてきたが、時代的・分野的な面で
部分的な個別研究にとどまっており、戦国朝
倉氏権力全体を見据えた権力的特質や朝倉
氏権力の形成過程について、体系的な研究が
なされているとはいえない。 
 
(2) 1967年以降、一乗谷遺跡に対する本格的
な整備事業が開始され、考古資料・文献資料
の双方を用いた一乗谷の城郭研究が進めら
れているが、こうした取り組みも、基本的に
は「城戸ノ内」地区にほぼ限られており、そ
の周辺地域には及んでいないため、戦国大名
の性格を究明する上で重要となる、領内村落
と朝倉氏との関係解明はいまだ果たされて
いない。 

 
(3)朝倉氏研究にとっては、関係資料の網羅
的収集に基づいた基礎的研究が不可欠とな
るが、現在、朝倉氏関係史料として一括され
た史料集が作られていないことが、研究の進
展にとって大きな障壁となっている。しかも、
自治体史や史料集によって朝倉氏関係史料
すべてが網羅されているわけではなく、未刊
史料も残されている。 
 
２．研究の目的 
(1) 戦国大名朝倉氏の発給・受給文書、およ
び朝倉氏一族・家臣の発給・受給文書を網羅 
的に蒐集し、年代比定などを含めた基礎的検
討を行った上で総編年文書集を作成する。 
 
(2) これまでほとんど調査されてこなかっ
た一乗谷遺跡周辺村落に関する現地調査を
実施し、古文書にみえる地名や村の由緒に関
する聞き取り調査と、現存する石造物の銘文
調査を行う。 
 
(3)従来網羅されていなかった朝倉氏関係史
料を一括し、研究・検索の便宜をはかるとと
もに、文書の花押形や筆跡の照合に関する分
析を通じて朝倉氏研究の基礎的研究を推進
する。同時に、一乗谷遺跡に関する先行研究
をふまえつつ、周辺村落調査の成果を総合す
ることで、一乗谷を中核とした朝倉氏権力の
特質について解明する。 
 
３．研究の方法 
(1) 史料蒐集の対象時期を、朝倉氏が戦国大
名としてのあゆみをはじめた長禄元年
(1457)から、朝倉氏が滅亡した天正元年

(1573)までとし、これらを、『福井県史』な
どの自治体史や『大日本史料』『大日本古文
書』などの編年・個別史料集をもとに検出す
る。また、未刊史料については、東京大学史
料編纂所や国立公文書館などの史料・写本所
蔵機関において閲覧・撮影による蒐集を進め、
できる限り写真版を入手し、総編年文書集を
作成する。 
 
(2) 一乗谷周辺村落に関する現地調査を実
施する。一乗谷の遺跡保存地区においては、
地域景観や地名に関する基礎的調査は行わ
れているため、それを一乗谷周辺村落まで拡
大し、明治期の地籍図をもとに景観復元と地
名調査、および現存する石造物調査を行う。 
 
(3)朝倉氏研究文献を蒐集し、朝倉氏研究に
とって重要なもの、また入手困難なものを中
心に、朝倉氏研究文献集を作成する。それを
もとに、蒐集文書の分析を通じた基礎的事実
の整理を行う。史料蒐集と写真版の蒐集に基
づき、筆跡や花押形による年代比定や発給者
の特定を行うことで、朝倉氏の文書発給過程
や権力編成について解明する。 
 
(4)以上の調査・研究を通じて、文書分析と
地域調査の両面から、朝倉氏の権力構造に関
する研究の推進を図る。 
 
４．研究成果 
(1) 一乗谷周辺村落調査については、4 年間
で実施した 21 地区の調査において得られた
伝承・地名・石造物の情報の概要をまとめて
一冊の報告書を作成し、県内の諸機関や各地
区での調査協力者に配布した。調査を通じて、
古文書や地誌類に記載された館跡や湊の位
置、さらには各地区の一乗谷および朝倉氏と
の関係について、少ない情報ながら解明・推
測できた成果もあった。特に石造物について
は、これまで未調査の朝倉氏時代の石仏や一
石五輪塔などが数多く発見された。 
 
(2)朝倉氏関係文書調査については、各種自
治体史や史料集、および東京大学史料編纂所
所蔵・架蔵の写真帳・影写本・謄写本からの
史料蒐集と、国立公文書館・金沢市立玉川図
書館をはじめとした各文書所蔵機関や寺
院・個人への調査による撮影史料をもとに、
朝倉氏関係文書目録を作成した。また、今後
の史料集編纂に向けて、文書一点毎の史料カ
ードを作成した。 
 
(3)朝倉氏関係文書の分析については、朝倉
氏関係の研究文献を参照し、未年号文書につ
いてはできる限りの年代比定を行った。しか
し、すべての文書についての分析を終えてい
ないため、今後の引き続きの課題となってい
る。 
 
(4)一乗谷周辺村落調査によって確認された



石造物については、今後一点ごとの詳細なデ
ータを採り、福井県立一乗谷朝倉氏遺跡資料
館のホームページ上で公開している「石造物
検索システム」に随時情報を更新していく予
定である。 
 
(5)本研究で作成した朝倉氏関係文書目録お
よび史料カードをもとに、朝倉氏関係文書史
料集を作成する予定である。 
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